
12月号

生徒会が企画した講演会

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■後期高齢者医療制度がはじまります（Ｐ２）

■「地域の力発揮事業」支援事業および

団体が決定しました（Ｐ３）

■水道の冬支度をしましょう（Ｐ４～５）

■町長室の窓（Ｐ７）

■まちの話題（Ｐ８～13）

■情報伝言板（Ｐ18～19）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7120<企画課>

11月９日、義足のランナー島袋勉さんの講演会「夢
をあきらめない」が、平生中学校の生徒会自らの企画・
運営により、同校で開かれました。
講演費用を捻出するため、生徒会をはじめ、生徒や教
職員が積極的に節電・節水に取り組むなど、みんなが一
丸となってがんばり、素晴らしい講演会となりました。
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少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

○
被
保
険
者
と
な
る
人
は
？

75
歳
以
上
の
人
（
65
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
と
認
定
を
受
け
た
人
を
含
む
）
が
、
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
な
ど
は
除
き
ま
す
。

○
保
険
料
の
負
担
は
？

被
保
険
者
１
人
ひ
と
り
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
均
等
割
（
４
万
７
２
７

２
円
）
と
所
得
割
（
８
・
71
％
）
か
ら
算
定
さ
れ
、

所
得
の
低
い
世
帯
の
人
に
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
原
則
と
し
て

年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
被
保
険
者
証
の
交
付
は
？

被
保
険
者
１
人
ひ
と
り
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
が
交
付
さ
れ
、
平
成
20
年
３
月
に
送
付
す
る

予
定
で
す
。

○
病
院
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
医
療
給
付
の

内
容
や
窓
口
で
の
自
己
負
担
は
？

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
医
療
給
付
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
窓
口
で
の
自
己
負
担
は
、
１
割
（
現
役
並
み
の

所
得
が
あ
る
人
は
３
割
）
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
制
度
の
運
営
は
？

県
内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る
「
山
口
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運
営
し
、
保
険
料
の
徴

収
や
各
種
申
請
の
受
付
な
ど
の
窓
口
業
務
を
市
町
が

行
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
高
齢
者
医

療
制
度
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
、
政
府
与
党
に

お
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
実
施

す
る
方
針
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

Tel
０
８
３
（
９
２
１
）
７
１
１
０

町
役
場
町
民
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

平
成
20
年
４
月
よ
り
、
１
割
か
ら
２
割
に
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
20

年
４
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、

窓
口
負
担
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
既
に
３
割
負
担
を
し
て
頂
い
て
い
る
人
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一
定
の

障
害
認
定
を
受
け
た
人
は
除
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
直
前
に
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
っ
た
月

か
ら
２
年
間
、
保
険
料
は
均
等
割
の
50
％
の
み

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
措
置
に
加
え
て
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
カ
月
間
は

無
料
と
な
り
、
平
成
20
年
10
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
６
カ
月
間
は
、
保
険
料
が
９
割
軽

減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

●
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
75
歳
以

上
の
被
扶
養
者
の
保
険
料
に
つ
い
て

①
70
〜
74
歳
の
人
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

12月は国保税完納強調月間です。「支えあう　気持ちで納める　国保税」
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「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」
に
よ
り
体
験
、
ま
た
消
火
器
に
よ
る
初
期

消
火
訓
練
や
応
急
手
当
訓
練
な
ど
、
災
害
発
生
時
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

同
日
、
町
の
全
職
員
も
同
じ
く
地
震
を
想
定
し
た
防
災
参
集

訓
練
を
行
い
、
職
員
は
そ
れ
ぞ
れ
徒
歩
や
自
転
車
に
よ
り
、
各

地
区
の
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
参
集
し
て

避
難
所
を
開
設
、
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
避
難
状
況
の
連

絡
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
庁
舎
で
は
山
田
町
長
自
ら
が
自

転
車
で
登
庁
、
災
害
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
る
と
、
被
害
状
況

の
把
握
や
ウ
イ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
へ
の
出
動
要
請
、
庁
舎
内

に
お
い
て
は
緊
急
地
震
速
報
か
ら
庁
内
放
送
を
行
う
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
、
災
害
発
生
時
の
初
動
体
制
の
確
立

に
努
め
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
１
１
９
防
火
デ
ー
消
防
啓
発
行
事
の
一
環
と
し

て
、
夜
間
の
消
防
活
動
を
円
滑
か
つ
安
全
に
行
う
た
め
、
町
か

ら
平
生
町
消
防
団
に
携
帯
型
超
強
力
ラ
イ
ト
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
ラ
イ
ト
は
、
消
防
団
員
安
全
装
備
品
等
助
成
事
業
か
ら

の
助
成
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
も
の
で
、
町
役
場
駐
車
場
で
行
わ

れ
た
交
付
式
で
は
、
山
田
町
長
か
ら
目
録
を
手
渡
さ
れ
た
伊
田

団
長
が
、
よ
り
一
層
の
消
防
力
の
向
上
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
11
月
22
日
に
は
、
大
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
近
隣

の
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
、
平
生
町
大
野
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
が
参
加
し
て
、
平
成
19
年
度
平
生
町
自
主
防
災
組
織
防
災

訓
練
が
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

震
度
６
弱
の
地
震
を
想
定
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
訓
練
で
は
、

各
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
ご
と
に
集
ま
っ
て
自
主
避
難
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
の
協
力
の
も
と
、
実
際
の
火
災
時
同
様
の
煙
を

「
地
域
の
力
発
揮
事
業
」

支
援
事
業
お
よ
び
団
体
が
決
定
し
ま
し
た

10
月
27
日
、
「
地
域
の
力

発
揮
事
業
」
の
第
２
次
審
査

が
、
平
生
町
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
で
行
わ
れ
、
次
の
と
お

り
支
援
事
業
お
よ
び
団
体
が

決
定
し
ま
し
た
。
「
地
域
の

力
発
揮
事
業
」
は
、
住
民
と

行
政
が
共
に
知
恵
を
出
し
合

う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
て
、
平
成
17
年

度
に
創
設
さ
れ
、
今
ま
で
に

も
多
く
の
地
域
づ
く
り
活
動

が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
班
　
Tel
（
５
６
）
７
１
２
０

●
子
育
て
支
援
・
・
・
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

乳
幼
児
が
い
る
親
子
を
対
象
と
し
た
交
流
の
場
を

設
け
、
親
子
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
に
努
め
る
。

●
竪
ヶ
浜
地
区
里
山
再
生
事
業
に
お
け
る
字
宇
津
和

地
内
道
路
改
良
事
業
・
・
・
竪
ヶ
浜
里
山
の
会

里
山
に
お
け
る
休
耕
田
の
再
生
を
進
め
る
た
め
道
路

整
備
を
行
い
、
事
業
の
効
率
、
安
全
性
の
向
上
に
努
め

る
。
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◇夜の冷え込みにご注意！
気温が摂氏マイナス４度以下（風当たりの強いところは摂氏マイナス１度～２度）になると水道管が凍

ったり、破裂したりする事故が多くなります。冬は必ず防寒しましょう。

◎給水装置のしくみ

自然に解けるのを待つか、凍った部分に布やタオ

ルを巻いて、その上からゆっくりとぬるま湯をかけ

てください。

このとき、熱湯をかけるのは厳禁です。急な温度

変化により水道管が破裂するおそれがあります。

すぐにメーターボックス内の止水栓を閉めてくだ

さい。

止水栓の場所が分からない場合は、破裂した部分

に布やタオル、ビニールテープを巻きつけ、応急措

置をしてから指定給水装置工事事業者へ修理を依頼

してください（次ページ参照）。

水道の冬支度をしましょう

むき出しの水道管には、保温チューブや毛布を巻

いて保護しましょう。

また、これらが濡れないように上からビニールテ

ープなどを巻いてください。

ダンボール箱などで覆うとさらに効果的です。

水道メーターを見ることで、水道

の使用量を確認することができるほ

か、漏水のチェックをすることもで

きます。

※漏水のチェック

ご家庭の蛇口を全部閉めても、水

道メーターの「パイロット」（下図

を参照）が回

っている場合

は、漏水して

いる恐れがあ

ります。

お早めに指

定給水装置工

事事業者にご

連絡くださ

い。

次のような状態になっている水道管は特に凍りや

すいので、気をつけてください。

●凍りやすいところは

●水道管が破裂したら！

●水道管を凍結から守るには

◎水道メーター

●水道管が凍結したら！

◇水道管の凍結にご注意ください！

みなさんの所有物である給水装置の修理の際は、

住所・氏名・修理箇所を明確にして、指定給水装

置工事事業者に依頼してください（次ページ参照）。

なお、公道については二次災害を防ぐため、水

道企業団（もしくは町役場建設課）が修理いたし

ますので、誠に恐れ入りますが、速やかにご連絡

をお願いします。

●水道管の修理

・管がむき出しになってい

るもの

・屋外にあるもの

・北向きの日陰にあるもの

・風あたりの強いところに

あるもの

※天気予報にご注意くださ

い。低温注意報が発令さ

れた夜などは、特に注意

して再点検しましょう。

給水装置は、みなさんの所有物ですから、

新設・改造・修理の費用は、各自において

負担することになります。

パイロット

配水管から分かれて家庭まで引き込まれた給水管、蛇口、止水栓

などを給水装置と言います。
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■問合せ先 ○田布施・平生水道企業団　Tel（５２）２４００

佐賀・尾国簡易水道、蔭平・日向平飲料水供給施設、佐合島飲料水供給施設については、

○町役場　建設課　Tel（５６）７１１８

佐賀・尾国簡易水道、蔭平・日向平飲料水供給施設、佐合島飲料水供給施設については、上記水道企業団指
定給水装置工事事業者一覧表のうち、※印の各事業者および菊永水道（平生町大字尾国454 Tel(58)0450）
のみとなりますので、ご注意ください。

（ )



平成19年12月号　広報ひらお ６

「ごはん」をたべましょう
～「めざましごはんキャンペーン」～　実施中

町役場　経済課

農林水産省では、平成19年11月～12月にかけて、朝ごはんの喫食向上や米を中心とする「日本型食生活」
の普及・啓発を図る「めざましごはんキャンペーン」を実施しています。

●なぜ朝ごはんは大事なの？
朝ごはんを抜くということは、体はもちろん、脳や精神状態にも

悪い影響を与えてしまいます。
朝ごはんを抜いてイライラしたり、集中力が出なかったりしたこ

とはありませんか？これは脳のエネルギーが不足していることが原
因です！
脳の活動エネルギーは主としてブドウ糖ですが、実は体内に大量

に貯蔵しておくことができなくて、すぐ不足してしまいます。
夜寝ている間は何の栄養も補給しません。ですから、朝の脳はエ

ネルギー欠乏状態になっています。朝しっかりとブドウ糖を補給し
ないと、脳は正常に働かず、集中力や記憶力も低下してしまいます。

●なぜごはんを食べたらいいの？
ごはんに多く含まれている炭水化物は、消化されて脳のエネルギー源となる大切な成分のブドウ糖にな

ります。
また、ごはんは粒食なので、ゆっくり消化・吸収されていきます。しかもなだらかに血糖値を上げ、長

時間維持しますので、脳にとって非常に安定したブドウ糖の供給源となります。

みなさん！朝は「ごはん」をしっかり食べましょう！

年末年始の旅券
（パスポート）事務

●窓口業務実施日

年末　平成19年12月28日金まで

年始　平成20年１月４日金から

●旅券取扱窓口別交付日

■問合せ先

山口県国際課旅券センター

Tel０８３（９３３）２３５２

行政協力員会議が
開催されました

11月５日から12日にかけて、町内

５会場で行政協力員会議が開かれま

した。

この行政協力員会議は、各自治会

の行政協力員と町執行部が参加して

毎年行われているもので、今年度も

春に続いて２回目となります。

参加した行政協力員からは意見や

質問が活発に飛び交い、行政と町民

で対話のできる、重要な会議となっ

ています。



今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
に
な

り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
お
変
わ

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

過
日
、
平
生
中
学
校
で
“
義
足

の
ラ
ン
ナ
ー
”
島
袋
勉
さ
ん
（
44

歳
）
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
前
後
に
、
同
校
の
生
徒

会
長
が
、
講
演
の
案
内
と
お
礼
に

２
度
、
こ
の
町
長
室
を
訪
ね
て
く

れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
は
会
場

に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
演
題
は

『
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
』
で
、
障

害
を
克
服
し
て
“
夢
”
に
向
か
っ

て
挑
戦
し
続
け
る
島
袋
さ
ん
の
生

き
方
は
、
生
徒
た
ち
に
深
い
感
銘

を
与
え
ま
し
た
。

島
袋
さ
ん
は
沖
縄
県
の
出
身
。

６
年
前
、
突
然
の
踏
切
事
故
で
両

下
腿
を
切
断
、
さ
ら
に
記
憶
障
害

や
目
の
障
害
ま
で
負
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
絶
望
の
ド
ン
底
か
ら
、
義

足
で
の
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
挑
戦
を
決

意
し
、
懸
命
の
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け

ま
す
。
途
中
で
何
度
も
く
じ
け
そ

う
に
な
っ
た
も
の
の
“
夢
”
が
あ

っ
た
か
ら
、
ど
ん
な
苦
痛
に
も
耐

え
ら
れ
た
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

こ
う
し
て
３
年
前
、
念
願
の
ホ
ノ

ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
し
、完
走
。

今
夏
に
は
富
士
山
登
頂
を
果
た

し
、
再
来
年
に
は
エ
ベ
レ
ス
ト
制

覇
を
目
指
す
と
の
こ
と
。
そ
の
強

靱
な
精
神
力
に
改
め
て
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。

　
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、講
演
中
、

義
足
を
外
し
靴
下
を
脱
い
で
、
両

足
切
断
の
痛
々
し
い
傷
跡
を
あ
ら

わ
に
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
思
わ

ず
場
内
で
も
ど
よ
め
き
が
起
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
「
苦
し
い
時
こ

そ
夢
と
希
望
を
　
」
と
、
生
徒
た

ち
に
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
ま
し
た
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
島
袋

さ
ん
の
話
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
の
講
演
会
を
主
体
的
に
企
画
、

運
営
し
た
生
徒
会
と
、
生
徒
全
員

の
熱
意
と
努
力
で
す
。
準
備
段
階

か
ら
、
経
費
を
捻
出
す
る
た
め
、

教
職
員
に
も
呼
び
か
け
て
節
電
、

節
水
に
努
め
、
ポ
ス
タ
ー
の
製
作

か
ら
、
島
袋
さ
ん
を
激
励
す
る
た

め
の
寄
せ
書
き
や
千
羽
鶴
…
な

ど
、
全
校
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
、

ま
さ
に
心
の
こ
も
っ
た
“
手
づ
く

り
”
の
講
演
会
で
し
た
。

終
了
後
、
生
徒
た
ち
は
、
異
口

同
音
に
「
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
て
い

た
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
」

「
こ
れ
か
ら
困
難
に
直
面
し
て
も
、

弱
音
を
は
か
ず
に
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
り
た
い
。
」
…
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
講
演
を

通
じ
、
生
徒
た
ち
は
自
分
を
見
直

し
、“生
き
る
力
”
を
身
に
つ
け
る

大
き
な
教
訓
を
得
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
大
変
価
値
の
あ
る

講
演
会
を
実
現
し
、
成
功
さ
せ
た

平
生
中
の
生
徒
た
ち
に
、
私
は
大

き
な
拍
手
を
贈
り
ま
す
。

『
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
』
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新
教
育
委
員
に
鳥
枝
達
典
さ
ん

の
34
年
間
学
校
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
阿
多
田
交
流
館
の
指
導
員

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
教
育
委
員
長
の
山
本
政
義

さ
ん
は
、
10
月
19
日
付
で
退
任
さ
れ
、

新
た
に
、
田
村
伸
夫
さ
ん
が
教
育
委
員

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
鳥
枝
達
典
さ
ん
（
佐
賀
大
田
）
が
、
議

会
の
同
意
を
得
て
町
長
よ
り
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
枝
さ
ん
は
、
平
成
12
年
３
月
に
平
生
中
学
校
校
長
を
勇
退
さ
れ
る
ま
で

△新委員の鳥枝さん

行
政
相
談
委
員
に
花
形
武
子
さ
ん

決
や
必
要
な
助
言
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
し
、
今
ま
で
に
も
増
し

て
話
し
や
す
い
相
談
体
制
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
行
政
相
談
日
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
２
月
曜
日
で
、
午
前
10
時
か
ら
は
役
場
に
て
、
午
後
１
時

か
ら
は
佐
賀
出
張
所
に
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
か
ら
本
町
で
は
増
野
満
興
さ
ん
（
戎
町
）
が
行
政
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
花
形
武
子
さ
ん
（
小
森
）
が
、

平
成
19
年
12
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱（
総
務
大
臣
委
嘱
）

さ
れ
、
行
政
相
談
委
員
は
２
名
に
な
り
ま
し
た
。（
任
期
２
年
）

行
政
相
談
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手
と
し
て
主
に
国
や
役
所

の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
、
相
談
ご
と
を
受
け
付
け
、
そ
の
解

△新委員の花形さん
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11月21日、教育・文化の振興のため、眞工金属株式会社平生工場（藤田光隆代表取締役）より町に金一封
のご寄付がありました。ありがとうございました。

第55回山

口県統計大会

が11月27日

に県庁で開か

れ、町内から

３人の調査員

が受賞されま

した。同日、

受賞者を代表

統計調査員表彰

花
い
っ
ぱ
い
運
動
表
彰

平
成
19
年
度
山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
優
良
団
体
等
表

彰
式
が
、
11
月
27
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
内
か

ら
１
個
人
３
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
同
日
、
町
役
場
で
受
賞

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

受
賞
者
お
よ
び
受
賞
団
体

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
教
育
長
賞

社
会
福
祉
法
人
う
ち
う
み
会

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
海
苑

◆
知
事
特
別
賞

鶴
田
清
人
さ
ん
（
佐
賀
）

◆
優
良
賞

曽
根
婦
人
会

◆
奨
励
賞

平
生
保
育
園

△田坂さん（写真左／寿海苑の園芸
指導員）と鶴田さん（写真右）

して、笠原さんが報告のため町役場を訪れました。

受賞された調査員は、次のとおりです。

◆全国統計協会連合会会長表彰

笠原幸子さん（平生町）

◆山口県統計協会会長表彰

松岡晃寅さん（佐賀）、高末八重子さん（竪ヶ浜）

△左から佐竹副町長、笠原さん

県
選
奨
を
受
賞

11
月
21
日
、
平
成
19
年
山
口
県
選
奨
式
が
県
庁
で
行
わ

れ
、
平
生
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
が
産

業
功
労
の
分
野
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
平
原
一
子

会
長
（
佐
賀
）
と
会
員
の
高
末
八
重
子
さ
ん
（
竪
ヶ
浜
）

が
、
報
告
の
た
め
町
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
32
年
に
結
成
さ

れ
た
同
協
議
会
は
、
安

心
・
安
全
な
食
づ
く
り

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
で
培
っ
た
加
工
技

術
な
ど
を
活
用
し
て
、

平
生
の
味
の
伝
承
や
地

産
・
地
消
の
推
進
に
寄

与
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

△左から平原さん、山田町長、高末さん

11月20日、平生警察署を中心とした各関係

機関が、平成19年度平生港水際テロ対策合同

訓練を田名埠頭で実施しました。

訓練では、「平生港に入港する外国船籍の貨

物船にテロリストが潜伏している」という設定

で、負傷者の救助や爆発物の処理などが行われ、

国際テロ対策に向けた関係機関相互の連携強化

を図りました。

平生港でテロ対策訓練

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

11
月
10
日
、
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

武
道
館
で
開
か
れ
、
約
１
６
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

最
初
に
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
は
、
「
ま
ち

づ
く
り
っ
て
何
だ
ろ
う
。
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ひ
ろ
し
ま
ね
理
事
長
の
安
藤
周
治
先
生

が
、
ご
自
分
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
登
壇
し
た
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
地
域

で
の
取
り
組
み
の
実
践
例
な
ど
を
紹
介
し
、
進

行
役
の
安
藤
先
生
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

秋の叙勲を受章

△片山芳人さん（写真右）△池岡　雄さん（写真右） △本城　仁さん（写真中央）

◆瑞宝双光章（消防功労）

11月５日、元平生町消防団団

長の池岡雄さん（平生村）が瑞宝

双光章を受章され、報告のため町

役場を訪れました。

池岡さんは、昭和30年に平生

町消防団に入団以来、約50年の

長きにわたり、消防団員として第

一線で活躍されました。また、平

成６年には団長に就任され、消防

力の向上に大いに貢献をされたこ

とが認められたものです。

◆旭日単光章（地方自治功労）

元平生町議会議員の本城仁さん

（大野南）が旭日単光章を受章さ

れ、11月22日、ご夫婦で町役場

を訪れて受章の報告をしました。

本城さんは、昭和50年から12

年間、町議会議員として議会の円

滑な運営に尽力されました。在任

中は、監査委員や経済常任副委員

長、総務常任副委員長などを歴任

され、本町の発展に多大な功績を

残されたことが認められました。

◆瑞宝双光章（法務行政事務功労）

瑞宝双光章を受章された元山口

地方法務局長の片山芳人さん（曽

根）が、11月21日、受章の報告

に町役場を訪れました。

片山さんは、昭和31年に山口

地方法務局に入局。その後、数々

の要職を歴任され、平成６年から

は山口地方法務局長を務めるな

ど、39年の長きにわたり法務行

政に尽力され、多大な貢献をされ

たことが評価されたものです。

福
祉
分
野
の

功
績
で
表
彰

第
57
回
山
口
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
が
、
10
月
30
日
に
宇
部

市
で
開
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
つ
ゆ
く
さ
」
が
山
口
県

知
事
表
彰
（
社
会
福
祉
事
業
功

労
者
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
11

月
７
日
、
代
表
者
の
山
本
妙
子

さ
ん
（
大
野
南
／
写
真
中
央
）

ら
メ
ン
バ
ー
５
人
と
平
生
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
山
本
哲
夫
会

長
が
、
報
告
の
た
め
町
役
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

「
つ
ゆ
く
さ
」
は
、
昭
和
60

年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
広

報
ひ
ら
お
の
音
訳
や
「
声
の
本

作
り
」
の
指
導
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
長

年
に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
幅
広
い

活
動
が
、
地
域
福
祉
の
模
範
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

△「つゆくさ」のみなさん（前列）

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
が
、
各
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
の
受
賞
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◆
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

○
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

岡
本
公
子
（
大
野
南
）

小
山
弥
生
（
曽
根
）

秦
穴
規
世
（
佐
賀
）

川
　
知
子
（
竪
ヶ
浜
）

◆
山
口
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

○
共
同
募
金
運
動
奉
仕
者

武
内
尊
徳
（
平
生
村
）

平
田
隆
康
（
大
野
北
）

◆
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

○
優
秀
賞
／
後
藤
美
咲
（
平
生
小
６
年
）

○
佳
　
作
／
河
島
　
舞
（
平
生
小
６
年
）

◆
や
ま
ぐ
ち
県
民
活
動
き
ら
め
き
財
団
理
事
長
表
彰

○
個
人
の
部
／
友
利
寿
子
（
大
野
南
）

◆
や
ま
ぐ
ち
住
宅
フ
ェ
ア
児
童
画
コ
ン
ク
ー
ル

○
５
年
生
の
部
・
最
優
秀
賞
／
森
繁
優
衣（
平
生
小
）

○
３
年
生
の
部
・
佳
作
／
吉
浦
　
里
（
平
生
小
）

◆
第
12
回
国
民
年
金
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

〈
小
学
生
の
部
〉

○
金
賞
／
藤
田
健
太
郎
（
平
生
小
６
年
）

○
銅
賞
／
山
本
雅
貴
（
平
生
小
６
年
）

◆
平
成
19
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
入
賞
者

〈
標
語
の
部
〉

○
山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
賞

木
舩
満
帆
（
平
生
中
３
年
）

○
山
口
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
賞

西
川
成
美
（
平
生
中
３
年
）

各
分
野
で
表
彰
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花
の
寄
せ
植
え
を
体
験

11
月
５
日
、
佐
賀
小
学
校
で
、

同
校
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
し
た

花
の
寄
せ
植
え
体
験
教
室
が
、
南

す
お
う
地
域
花
き
振
興
協
議
会
の

主
催
に
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。

児
童
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
シ

ク
ラ
メ
ン
や
ビ
オ
ラ
な
ど
、
約
30

種
類
に
及
ぶ
苗
の
中
か
ら
気
に
入

っ
た
苗
６
種
類
を
選
び
、
丁
寧
に

鉢
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。
色
の

組
み
合
わ
せ
を
考
え
な
が
ら
、
夢

中
に
な
っ
て
作
業
に
取
り
組
み
、

み
ん
な
素
敵
な
鉢
植
え
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

11月１日、未就園児を対象とした「すくす

く運動会」が、平生町母子保健推進協議会の主

催により、町スポーツセンターで開かれました。

子どもたちは、元気いっぱいに玉入れや綱引

きなどの競技に挑戦。一緒に参加した保護者の

みなさんは、かわいいお子さんの姿に目を細め

ていました。

すくすく運動会

11月16日、平生小学校では４年生が、１

人１ポットで栽培した大豆を使って、みそ作

りに挑戦しました。

児童は、食育ボランティアのみなさんに教

わりながら、大豆を入れた米こうじをすりこ

木で細かくすりつぶしたりしてみそを作り、

昔から伝わる文化や知恵を学びました。

また、同月27日、佐賀小学校では、５年

生とその保護者を対象に、佐賀の幸・親子料

理教室が開かれました。

漁協女性部と生活改善実行グループの指導

の下、地元でとれた新鮮な魚や野菜などを使

った料理を親子で仲良く作り、ふれあいを深

めました。

小学生が調理実習

△総合文化展（11月３日・４日／武道館）

～　芸 術 の 秋　～

△ふれあいコンサート（11月３日／町体育館） △町民音楽祭（11月４日／町体育館）

△みそ作り（平生小学校）

△親子料理教室（佐賀小学校）
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安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ウ
ィ

ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
（
代

表：

田
代
勉
さ
ん
／
大
野
南
）

ら
約
20
台
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
、

11
月
７
日
、
下
松
市
か
ら
平
生

町
ま
で
の
国
道
１
８
８
号
線
で

パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
二
輪
車
に
よ
る
交

通
事
故
を
防
ご
う
と
下
松
・

光
・
平
生
警
察
署
が
合
同
で
行

っ
た
も
の
で
、
パ
レ
ー
ド
の
一

行
は
、
各
所
で
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
布
し
て
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

11月29日、平生幼稚園で開かれたＰＴＡ主

催による若葉会まつりの会場に、町内で捕獲さ

れたカブトガニが展示されました。

体長約65センチもある大型のカブトガニの

姿に、園児たちはびっくり。足や尾が動くたび

に、大きな歓声を上げていました。

「わぁ、大きい～！」ぶ
ん
ち
ゃ
ん
劇
場

毎
年
恒
例
の
ぶ
ん
ち
ゃ
ん

劇
場
が
、
11
月
29
日
、
佐
賀

保
育
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ぶ
ん
ち
ゃ
ん
こ
と
荒
木
文

子
さ
ん
が
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
「
マ
マ
の
お
け
し
ょ
う
」

や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
３

枚
の
お
札
」
な
ど
を
上
演
す

る
と
、
園
児
は
、
ぶ
ん
ち
ゃ

ん
の
話
や
動
き
に
大
喜
び
。

と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

11月11日、大野南地区ミニ防犯講習会が、

防犯連絡所指導員の若山栄治さん宅で開かれま

した。

参加者は、防犯設備士の豊川修さん（柳井市）

から玄関や窓の鍵の特徴について学んだ後、平

生警察署員から現在の犯罪状況を教わるなど、

防犯に対する予備知識を深めました。

犯罪を未然に防ぐ

△曽根公民館まつり

（10月28日）

△宇佐木ふれあい祭り

（11月11日）

△竪ヶ浜ふるさと祭り

（11月11日）

△大野公民館まつり

（11月23日）

まつりのひとこま
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●
善
行
者
表
彰

◎
菊
本
哲
夫

◎
安
村
道
広

小
学
生
の
集
団
登
校
時
に
、
児

童
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
最

後
尾
に
付
い
て
の
見
守
り
や
、
放

課
後
の
子
ど
も
教
室
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
進
ん
で
指
導
に
あ

た
る
な
ど
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち

を
見
守
る
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
通
学
路
の
環
境
美
化
に

努
め
、
心
安
ら
ぐ
地
域
づ
く
り
に

も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
柳
井
店

店
舗
沿
い
の
通
学
路
の
除
草
や

清
掃
を
さ
れ
て
お
り
、
児
童
が
安

全
に
通
学
で
き
る
よ
う
、
い
つ
も

き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
環
境
美
化
へ
の
取
り
組

み
は
、
平
生
町
民
憲
章
の
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
践
で
あ
り
、
他

の
模
範
と
な
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

●
「
少
年
の
主
張
」
優
秀
作
品
表
彰

○
優
秀

石
杉
聡
一
郎
（
平
生
小
６
年
）

二
宮
俊
吾
（
平
生
小
６
年
）

永
木
香
純
（
佐
賀
小
５
年
）

河
内
山
素
子
（
佐
賀
小
６
年
）

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会

生
涯
学
習
表
彰
式

●
文
化
協
会
長
表
彰

平
生
婦
人
会
中
央
書
道
教
室

河
面
和
子
（
平
生
村
）

平
生
婦
人
会
い
け
ば
な
教
室

大
塩
妙
子
（
竪
ヶ
浜
）

●
展
覧
会
表
彰

第
55
回
山
口
県
川
柳
大
会

○
県
知
事
賞

森
上
　
宏
（
平
生
町
）

第
61
回
山
口
県
美
術
展
覧
会

○
入
選

山
本
政
義
（
大
野
南
）

第
12
回
総
合
水
墨
画
展

○
佳
作

大
森
瑞
穂
（
大
野
南
）

２
０
０
６
年
台
北
国
際
水
墨
画
展

○
秀
美
賞

大
森
瑞
穂
（
大
野
南
）

●
「
の
び
ゆ
く
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
」
優
秀
作
品
表
彰

◇
ポ
ス
タ
ー
の
部

○
最
優
秀

宮
村
詩
織
（
平
生
中
２
年
）

○
優
秀

木
舩
満
帆
（
平
生
中
３
年
）

山
本
滉
隆
（
佐
賀
小
４
年
）

木
舩
拓
海
（
佐
賀
小
６
年
）

○
入
選

鷺
　
仁
彦
（
平
生
中
２
年
）

弘
中
友
規
（
平
生
小
１
年
）

田
中
　
薫
（
平
生
中
１
年
）

岩
木
夏
月
（
平
生
中
１
年
）

友
田
美
空
（
佐
賀
小
５
年
）

◇
標
語
の
部

○
最
優
秀

村
上
仁
美
（
平
生
中
２
年
）

○
優
秀

田
中
将
大
（
平
生
小
１
年
）

山
本
杏
虹
（
平
生
小
１
年
）

木
舩
拓
海
（
佐
賀
小
６
年
）

○
入
選

芳
岡
優
衣
（
平
生
小
２
年
）

大
江
康
一
（
佐
賀
小
４
年
）

大
野
敦
也
（
平
生
小
６
年
）

山
本
夏
希
（
平
生
小
６
年
）

福
本
浩
平
（
平
生
中
３
年
）

井
神
直
樹
（
平
生
中
１
年
）

三
國
　
栞
（
平
生
中
２
年
）

伊
藤
　
梓
（
熊
毛
南
高
２
年
）

○
優
良

加
賀
本
大
樹
（
平
生
小
６
年
）

津
田
　
彪
（
平
生
小
６
年
）

三
村
智
仁
（
平
生
小
６
年
）

桑
江
良
樹
（
平
生
小
６
年
）

下
　
鈴
香
（
平
生
小
６
年
）

森
田
涼
志
（
平
生
小
６
年
）

秋
本
莉
帆
（
平
生
小
６
年
）

財
間
康
平
（
平
生
小
６
年
）

新
里
美
紀
（
平
生
小
６
年
）

末
次
慶
太
（
平
生
小
６
年
）

東
森
　
亘
（
平
生
小
６
年
）

三
輪
風
音
（
平
生
小
６
年
）

伊
東
宏
真
（
佐
賀
小
５
年
）

国
行
知
良
（
佐
賀
小
５
年
）

木
舩
亜
美
（
佐
賀
小
５
年
）

銭
廣
さ
お
り
（
佐
賀
小
６
年
）

山
本
慎
隆
（
佐
賀
小
６
年
）

吉
山
雄
己
（
佐
賀
小
６
年
）

吉
田
海
里
（
平
生
中
１
年
）

大
田
美
咲
（
平
生
中
１
年
）

松
　
志
帆
（
平
生
中
１
年
）

田
中
友
里
香
（
平
生
中
１
年
）

田
中
真
帆
（
平
生
中
１
年
）

梅
本
満
咲
（
平
生
中
２
年
）

山
根
幸
恵
（
熊
毛
南
高
１
年
）

清
神
倭
文
花（
熊
毛
南
高
２
年
）

竹
内
直
美
（
熊
毛
南
高
２
年
）

●
平
生
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰

○
町
モ
デ
ル
花
壇
指
定

大
野
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

曽
根
婦
人
会

宇
佐
木
保
育
園

鶴
田
清
人
（
佐
賀
）

社
会
福
祉
法
人
う
ち
う
み
会

養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
海
苑

○
特
別
賞
（
町
長
賞
）

平
生
保
育
園

平
生
幼
稚
園

吉
崎
五
男
（
秋
森
）

小
郡
む
つ
み
会

○
特
別
賞
（
教
育
長
賞
）

老
人
ク
ラ
ブ
楽
生
会

平
生
中
央
児
童
館

平
生
中
学
校

○
優
秀
賞

平
生
小
学
校

つ
ば
さ
保
育
園

老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

西
本
直
枝
（
佐
賀
）

佐
賀
小
学
校

佐
賀
保
育
園

佐
賀
公
民
館
運
営
協
力
委
員
会

○
優
良
賞

な
が
や
す
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

上
殿
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

○
審
査
員
特
別
賞

久
保
徳
行
（
大
野
北
）

11
月
３
日
、
町
体
育
館
で
開
か
れ
た
平
生
町
総
合
文
化
展
開
会
式
で
、
生
涯
学
習
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

11
月
17
日
、
武
道
館
で
開
か
れ
た
青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
で
、

善
行
者
表
彰
と
「
少
年
の
主
張
」
優
秀
作
品
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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第49回平生町駅伝競走大会

◆小学生女子（２チーム出場）

１位　平生小ヤッチャレ50'ｓ（1ﾟ00'31）

２位　佐賀小女子Ａ（1ﾟ10'26）

１区　福本夕佳（平生小ヤッチャレ50'ｓ／6'25）

２区　中本　葵（平生小ヤッチャレ50'ｓ／7'56）

３区　俵山奈々夏（平生小ヤッチャレ50'ｓ／6'14）

４区　平田奈美（平生小ヤッチャレ50'ｓ／7'55）

５区　松永悠花（平生小ヤッチャレ50'ｓ／6'20）

６区　福本涼香（平生小ヤッチャレ50'ｓ／5'55）

７区　西本彩夏（平生小ヤッチャレ50'ｓ／7'19）

８区　河島　舞（平生小ヤッチャレ50'ｓ／5'32）

９区　松岡未祐（平生小ヤッチャレ50'ｓ／6'55）

１区　立石智広（柳井紙工パッケーズ／5'37）

２区　中本一幸（福通・Ｕ－39／6'43）

３区　安井　優（福通・Ｕ－39／5'58）

４区　中林慎也（平生港運／7'29）

５区　水田翔太（平生港運／5'22）

６区　切川大地（福通・Ｕ－39／4'54）

７区　横田和幸（福通・Ｕ－39／6'27）

８区　空　秀昭（福通・Ｕ－39／4'46）

９区　鶴岡　大（福通・Ｕ－39／6'01）

１区　吉岡　愛（平生ゆうゆうクラブ／7'23）

２区　吉岡佑子（プリティー　ウーマン／9'13）

３区　奥村尚子（平生ゆうゆうクラブ／7'19）

４区　友田栄里（平生ゆうゆうクラブ／9'27）

５区　平田昇子（プリティー　ウーマン／8'11）

６区　角田倫江（平生ゆうゆうクラブ／6'51）

７区　中本美穂（平生ゆうゆうクラブ／7'27）

８区　橋本梨恵（平生ゆうゆうクラブ／5'32）

９区　池岡美里（平生ゆうゆうクラブ／7'48）

１区　河野寛樹（陸上部長距離Ａ／12'19）

２区　岡　拓也（陸上部長距離Ｂ／11'57）

３区　中川竜志（陸上部長距離Ｂ／9'32）

４区　山根誠弘（陸上部長距離Ａ／10'39）

５区　鶴田康作（陸上部長距離Ｂ／5'39）

１区　大谷理紗（女子バスケＡ／6'47）

２区　新井沙紀枝 （女子バスケＡ／7'37）

３区　上田明日香（女子バスケＡ／6'35）

４区　平田美紀（女子バスケＡ／7'46）

５区　村中美希（女子バスケＡ／6'10）

６区　梅本満咲（女子バスケＡ／5'27）

７区　村上　愛（女子バスケＡ／7'17）

８区　繁田なつみ（女子バスケＡ／5'25）

９区　平田理奈（女子バスケＡ／6'30）

◆中学生男子（18チーム出場）

１位　陸上部長距離Ａ（51'07）

２位　陸上部長距離Ｂ（51'25）

３位　３年選択Ⅱ（55'46）

◆中学生女子（６チーム出場）

１位　女子バスケＡ（59'34）

２位　平生中バレー部Ａ（1ﾟ06'26）

３位　平生中バレー部Ｂ（1ﾟ06'52）

◆高校生男子（１チーム出場）

１位　熊南高陸上男子（57'10）

◆高校生女子（３チーム出場）

１位　熊南高陸上女子（1ﾟ07'33）

２位　YUNAN S.T.C(A)（1ﾟ08'19）

３位　YUNAN S.T.C(B)（1ﾟ14'01）

◆一般１部（１チーム出場）

１位　柳井地区広域消防組合（53'08）

◆一般２部（７チーム出場）

１位　福通・Ｕ－39（55'29）

２位　平生港運（1ﾟ01'46）

３位　柳井紙工パッケーズ（1ﾟ02'13）

◆一般女子（２チーム出場）

１位　平生ゆうゆうクラブ（1ﾟ11'48）

２位　プリティー　ウーマン（1ﾟ20'27）

◆小学生男子（４チーム出場）

１位　平生小カブトガニーズ（59'09）

２位　佐賀小男子Ａ（1ﾟ02'09）

３位　平生小ウインドミルズ（1ﾟ05'52）

１区　仁井田翔（平生小ウインドミルズ／6'27）

２区　友田圭翔（平生小カブトガニーズ／7'27）

３区　村川大貴（平生小カブトガニーズ／6'20）

４区　末次慶太（平生小カブトガニーズ／7'31）

５区　川口大輔（佐賀小男子Ａ／6'00）

６区　橋野　徹（平生小カブトガニーズ／5'19）

７区　岡　涼太（平生小カブトガニーズ／7'13）

８区　伊田　翔（平生小ウインドミルズ／5'34）

９区　廣田大輝（平生小カブトガニーズ／6'42）

１区　伊村直矢（熊南高陸上男子／12'50）

２区　藤井　剛（熊南高陸上男子／13'48）

３区　福本真也（熊南高陸上男子／12'08）

４区　岩田龍祐（熊南高陸上男子／11'49）

５区　井上和恭（熊南高陸上男子／6'35）

１区　河内理紗（YUNAN S.T.C(A)／15'31）

２区　中野亜弥香 （熊南高陸上女子／16'23）

３区　田中亜衣（熊南高陸上女子／12'38）

４区　小濱美結（YUNAN S.T.C(A)／13'55）

５区　立畠未来（YUNAN S.T.C(B)／7'16）

１区　山本貴大（柳井地区広域消防組合／13'16）

２区　福光直也（柳井地区広域消防組合／11'35）

３区　兼森崇彰（柳井地区広域消防組合／9'47）

４区　吉野謙大（柳井地区広域消防組合／12'39）

５区　國分　徹（柳井地区広域消防組合／5'51）

11月18日、第49回平生町駅伝競走大会が開かれました。
レースは、スタート地点の平生中学校から、大野・宇佐木・
平生・曽根を経由して、佐賀小学校をゴールとする計14.9キロ
で競われました。
結果は、次のとおりです。（団体、個人の順で掲載／敬称略）
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基
本
健
康
診
査
を
受
け
て
、

安
心
し
て
年
末
を
迎
え
ま
し
ょ
う

今
年
も
８
月
か
ら
指
定
医
療
機
関
で
基
本
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
も
う
受
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
健
康
診
査
で
は
、
左
記
の
項
目
が
実
施
さ
れ
、
目
で
は
見
え
な

い
体
の
中
の
状
態
を
検
査
を
通
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の

体
の
こ
と
は
自
分
で
わ
か
る
の
が
理
想
で
す
が
、
１
０
０
％
知
り
尽
く

し
て
い
る
人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
覚
症
状
も
な
く
、

気
が
つ
か
な
い
間
に
血
圧
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
値
が
あ
が
っ
て

生
活
習
慣
病
一
歩
手
前
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
元
気
な
つ
も
り
で
も
、
運
動
な
ど
何
も
し
な
い
で
い
る
と

体
力
は
低
下
し
ま
す
し
、
年
と
と
も
に
内
蔵
機
能
も
落
ち
て
く
る
も
の

で
す
。「
若
い
こ
ろ
は
…
」
は
あ
く
ま
で
も
若
い
こ
ろ
の
こ
と
。
ま
ず

は
健
診
を
受
け
て
今
の
健
康
状
態
を
自
分
で
理
解
し
、
日
ご
ろ
の
生
活

を
振
り
返
り
、
元
気
で
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
生
活
習
慣
病
予
防
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
お
酒
や
タ
バ
コ
を
た
し
な
む
人
は
、
が
ん
だ
け
で
な
く
心
臓

病
・
脳
卒
中
や
胃
か
い
よ
う
な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な
る
の
で
、
毎
年

健
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
健
診
期
間

平
成
20
年
１
月
31
日
ま
で

○
実
施
医
療
機
関

向
井
医
院
、田
尻
内
科
、

高
本
医
院

○
対
象
者

40
歳
〜
64
歳
ま
で
で
、
内
科
に

通
院
し
て
い
な
い
人
。
65
歳
以
上
の
人

○
検
査
項
目

問
診
、
診
察
、
血
圧
・
身
体

測
定
、
検
尿
、
血
液
検
査
、
医
師
の
指
示

に
よ
り
心
電
図

認
知
症
の
お
年
寄
り
は
、
と
き
と
し
て
突
拍
子
も
な
い
言
動
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
困
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
ん
な
と
き
大
事
な
の
は
、お
年
寄
り
の
言
う
こ
と
を
ま
ず
受
け
入
れ
る
こ
と
で
す
。

①
う
つ
に
な
り
が
ち

②
思
い
違
い
が
多
く
な
る

③
正
当
化
し
よ
う
と
す
る

④
少
し
の
こ
と
で
泣
き
出
し
た
り
怒
っ
た
り
す
る

⑤
と
き
に
は
、
い
ば
り
た
い

⑥
つ
い
人
に
頼
り
た
く
な
る

（「
地
域
の
支
え
あ
い
の
中
で
認
知
症
老
人
の
理
解
と
接
し
方
」
山
口
県
作
成

▽
認
知
症
の
お
年
寄
り
の
心

シ
リ
ー
ズ

No.558

青菜は、大根やかぶの葉、小松菜、まびき菜など

何でも使えます。はじめに空炒りするのでふりかけ

のようになり､冷蔵庫で保存しておくと便利です。

《材　料》　４人分

《作り方》

①青菜は色よく茹でて、冷水にとって絞り、１cm

に刻み、さらに絞る。空鍋に入れて、パラパラに

空炒りする。

②ベーコンは５mm角に切る。

③にんにくはみじん切りにする。

④フライパンにサラダ油を熱し、③を炒めて香りを

出し、②を炒めて油が出たら①を加え塩、こしょ

うで味付けする。

⑤熱いご飯に④を混ぜる。

青菜 １ワ

ベーコン ２枚

松の実（白胡麻） 大さじ２

にんにく １かけ

ご飯 茶碗４杯

サラダ油 大さじ１

塩 小さじ１/２

こしょう 少々　

青菜の混ぜご飯

「

認

知

症

を

知

る

」

No.

７

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
要
指
導
」
と
判
定
さ
れ
た
人
や
、
日
ご
ろ

か
ら
気
に
か
か
っ
て
い
る
心
と
体
の
悩
み
な
ど
を
お
持
ち
の
人
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
Tel
（
５
６
）
７
１
４
１
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 151

図
書
館
を
も
っ
と
身
近
に

平
生
町
立
平
生
図
書
館

平
生
図
書
館
で
は
、
図
書
・
新

聞
・
雑
誌
や
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
な

ど
、た
く
さ
ん
の
資
料
を
所
蔵
し
、

町
民
の
み
な
さ
ん
へ
情
報
の
提
供

を
行
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
読
ん
だ

り
、
見
た
り
、
借
り
た
り
、
調
べ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
書
館
は
、
生
涯
学
習
の
た
め

の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
本
と
の
出
会
い
に
よ
り
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
幅
広
く

資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
平
生
図
書
館
の
紹
介
】

●
一
般
閲
覧
室

大
人
向
け
の
本
が
分
類
別
に
配

架
し
て
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、

「
棄
霊
島
」「
東
京
タ
ワ
ー
」
な
ど

の
本
が
よ
く
読
ま
れ
ま
し
た
。

●
こ
ど
も
と
し
ょ
し
つ

ゆ
っ
た
り
と
本
が
読
め
る
よ
う

に
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
あ
り

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
生
低

学
年
向
け
の
本
が
子
ど
も
で
も
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
配
架
し
て
あ

り
ま
す
。

●
高
学
年
児
童
閲
覧
室

小
学
生
高
学
年
以
上
の
児
童
・

生
徒
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
総
合

学
習
や
調
べ
学
習
な
ど
に
役
立
つ

本
が
揃
え
て
あ
り
ま
す
。

●
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る

本
が
揃
え
て
あ
り
ま
す
。

平
生
町
出
身
者
お
よ
び
平
生
町

在
住
者
の
著
作
物「
歌
集
・
詩
集
」

や
平
生
町
史
を
は
じ
め
と
す
る
近

隣
市
町
の
市
（
町
）
史
も
配
架
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
山
口
県
に
関

す
る
資
料
や
県
内
で
出
版
さ
れ
た

本
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

最
近
貸
し
出
し
の
多
い
本
は
、

「
中
原
中
也
」「
み
つ
け
た
！
文
学

の
中
の
山
口
」
な
ど
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
参
考
閲
覧
室

調
べ
も
の
が
で
き
る
部
屋
で

す
。

●
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー

Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
す
。

●
新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー

新
聞
は
全
国
紙
と
地
方
紙
、
雑

誌
は
「
き
ょ
う
の
健
康
」
「
お
は

よ
う
奥
さ
ん
」
な
ど
た
く
さ
ん
揃

え
て
あ
り
ま
す
。

◇
郷
土
資
料
の
販
売
に
つ
い
て

12月…17日月、23日（日／天皇誕生日）、24日月、28日金～31日月
１月…１日火～３日木、、７日月、14日（月／成人の日）、15日（火／振替休日）

《一般書》

《児童書》

獅子の系譜

津 本　 陽 著

人間の関係

五 木 寛 之 著

マザコン

角 田 光 代 著

ホームレス中学生

田 村　 裕 著

かくれんぼ

せな けいこ　作・絵

へんしんプレゼント

あきやまただし　作・絵

サンタクロースに会いました

増 田 久 雄　文

人形は月夜にほほえむ

斉 藤　 洋　作

幸子の庭

本 多　 明　著

「こころの強い子」はこう育てる

多 湖 輝 著

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図 書書書書 館館館館

だだだだ よよよよ りりりり
ぼくの『生きる力』

あんず　ゆき　文　

小児ガンにかかり、闘病生活を送

っていた直紀くんは、クラスメート

と心の架け橋にしたいと、「直紀新
聞」を発行する。

最後まで生きる

ことをあきらめ

ずに9歳で逝っ

た少年の「生き

る力」の輝きを

描く。

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

左
記
の
郷
土
資
料
を
平
生
図
書

館
で
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
人
は
平
生
図
書
館
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
お
む
か
し
の
平
生

５
０
０
円

▼
般
若
姫
物
語

１
５
０
０
円

▼
ふ
る
さ
と
平
生
町
の
民
話
と
伝

説

７
０
０
円

▼
（
続
編
）
ふ
る
さ
と
平
生
町
の

民
話
と
伝
説

７
０
０
円

▼
ふ
る
さ
と
平
生
町
の
石
造
文
化

２
０
０
０
円

▼
（
続
編
）
ふ
る
さ
と
平
生
町
の

石
造
文
化

２
５
０
０
円

▼
明
治
維
新
の
志
士
　
白
井
小
介

１
０
０
０
円

▼
一
門
六
家
　
大
野
毛
利
氏
と
平

生
開
作

２
０
０
０
円
　

▼
ふ
る
さ
と
の
自
由
律
俳
人
　
久

保
白
船

３
０
０
０
円



年末年始は、例年犯罪や事故が多発していることから、警
察では、今年も「年末年始特別警戒」を実施します。
歳末を安全、平穏に締めくくり、明るい新年を迎えるため
次のことに気を付けましょう。
●侵入犯罪被害の防止
県内では、侵入犯罪の約４割が無施錠箇所から侵入され

ています。外出や就寝の際は、必ず鍵を掛けましょう。
●ひったくり被害の防止
金融機関からの帰り道など、多額の現金や貴重品を持っ

ているときは、２人以上で行動するなど、ひったくりに注
意しましょう。
●「振り込め詐欺」被害の防止
現金の振り込みを要求する電話や身に覚えのない請求は

がきがあったときは、次の点に注意しましょう。
・冷静に対処する。
・個人情報を安易に教えない。
・相手方へ連絡しない。
・家族や警察に相談する。

【交通安全標語】

犯罪のない明るい年末年始を

とび出さない　きみも車も　じてん車も （平成19年「交通安全年間スローガン」）
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シリーズ

山口県消費生活センター　電話山口県消費生活センター　電話 083(924)0999 083(924)0999山口県消費生活センター　電話 083(924)0999

正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活正しい知識で正しい知識で 安心な消費生活安心な消費生活

県消費生活センターには、９月以降、福祉商法ではないかと思わ

れる相談が入り始めました。

相談の内容は、「ボランティア団体を名乗る人が、ふきん３枚セ

ットを2,000円で買って欲しいと訪問してきました。その団体を紹

介するパンフレットには、障害者施設に4,900万円を援助したこと

も書いてあり、よいことだと思いふきんを購入しました。しかし、

本当に福祉施設の支援をしているのか後から不安になりました」、

「福祉施設から来たという人が訪ねて来て、寄付をするためにふき

んを買って欲しいと言うので娘が購入したらしいのですが、福祉施

設から寄付を集めるためにわざわざ訪問してくるとは思えません。

信用できるのでしょうか」というようなものです。

このような、寄付を求める行為には、相手の善意につけ込んで、

お金をだまし取ろうとするいわゆる福祉商法が紛れ込んでいること

も考えられます。

寄付をするかしないかは、あくまでも本人の判断によりますが、

当該団体の身元がはっきりしない場合には、社会福祉協議会や民生

委員、町の消費者相談窓口、県消費生活センターに確認するなどし

て、納得の上で対応されることをお勧めします。

福祉商法と思われる勧誘について

●金融機関などを狙う強盗事件の防止
金融機関や深夜スーパーなどの周

辺で、不審な人や車を見かけたとき
は、すぐに警察へ通報しましょう。

◆平生警察署
Tel（57）0110
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 たき火　　12：00 上を向いて歩こう　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 冬の夜

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

12月18日火、１月８日火 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

１月８日火 ９：00～10：00

●エイズ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》

１月８日火 ９：00～10：00、17：00～19：00

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

12月18日火、１月15日火 13：00～14：00

●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》

１月11日金 10：00～15：00

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【12月】 納期限12月27日

固定資産税　　　　第３期
国民健康保険税　　第６期
介護保険料　　　　第６期

◎便利な口座振替も利用できます◎
問合せ先　（町税）町役場税務課　Tel（56）7114
（介護保険料）町役場健康福祉課　Tel（56）7115

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所（旧 佐藤医院）

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

※熊南地域休日診療所は、11月末をもって診療を終

了しました。

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：12月15日土、１月19日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel＃8000 または Tel083（921）2755（携帯電話も可）

小児救急電話相談

山口県精神科
救急情報センター

Tel0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：うつ･引きこもり･アルコール問題･神経症･パ
ニック･不安などに関すること

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

11月６～８日、中

学生自身が正しい食生

活を身につけることを

目的とした、「ヘルス

アップクッキング」が、

平生中学校３年生を対

象に開かれました。

健康と思春期の学習

自らの体験談を交え、

自然の偉大さや地球温

暖化問題などの講演を

される講師の話を、生

徒は真剣な表情で聞き

入っていました。

ヘルスサポーター21事業として行われたこの教

室では、平生町食生活改善推進員の指導の下、健康

チェックや健康・食事についての講話、調理実習な

どが行われ、生徒たちは日常生活の改善点などを確

認しました。

また11月15日には、全生徒を対象に第13回思春

期講演会が町主催で開かれ、冒険家の原康司さん

（周南市）による講演が行われました。
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試
験
・
募
集

お
知
ら
せ

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。（町では、新たな財源確保のため、広報紙
など町保有の資産を広告媒体として有料で提供する広告掲載事業を本年度から実施しています。）

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
年
中
組
（
４
歳
児
）

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◇
年
少
組
（
３
歳
児
）

平
成
16
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
定
員

１
４
０
人

●
保
育
時
間

月
・
水
・
金
曜
（
弁
当
日
）
／
午

前
８
時
〜
午
後
２
時
、
火
・
木
曜
／

午
前
８
時
〜
午
前
11
時
30
分

●
申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
31
日
木

●
申
込
方
法

申
込
書
は
各
申
込
場
所
に
備
え
付

け
て
お
り
ま
す
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）
。
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
場
所

町
教
育
委
員
会
、
佐
賀
出
張
所
、

平
生
幼
稚
園

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会
総
務
課

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

平
生
幼
稚
園

Tel
（
５
６
）
２
２
９
１

町
立
幼
稚
園
の
園
児
募
集

●
募
集
園
児

◇
年
長
組
（
５
歳
児
）

保
育
園
の
園
児
募
集

●
入
所
要
件

保
護
者
が
仕
事
に
従
事
し
た
り
、

病
気
、
出
産
、
看
護
な
ど
に
よ
り
家

庭
で
十
分
な
保
育
が
で
き
な
い
場
合

●
保
育
園
紹
介
《
公
・
私
立
／
所
在

地
／
定
員
／
開
所
時
間
／
乳
児
保
育

年
齢
／
電
話
番
号
》

◇
平
生
保
育
園

《
公
立
／
平
生
村
８
２
４-

３
／
１

０
０
人
／
平
日：

午
前
７
時
30
分
〜

午
後
６
時
30
分
、
土
曜：

午
前
７
時

30
分
〜
午
後
５
時
）
／
生
後
10
カ
月

〜
／
Tel
（
５
６
）
２
２
９
３
》

◇
宇
佐
木
保
育
園

《
公
立
／
宇
佐
木
４
８
９-

４
／
45

人
／
平
生
保
育
園
と
同
じ
／
平
生
保

育
園
と
同
じ
／
Tel
（
５
６
）
２
４
１

７
》

◇
佐
賀
保
育
園

《
公
立
／
佐
賀
１
５
２
５-

１
／
45

人
／
平
生
保
育
園
と
同
じ
／
平
生
保

育
園
と
同
じ
／
Tel
（
５
８
）
０
１
２

５
》

◇
つ
ば
さ
保
育
園

《
私
立
／
曽
根
７
５
７-

１
／
60

人
／
平
日
・
土
曜：

午
前
７
時
〜
午

後
７
時
／
生
後
３
カ
月
〜
／
Tel
（
５

６
）
２
２
９
２
》

※
障
害
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
各
園

受
け
入
れ
可
能
で
す
。
各
園
と
も
見

学
は
自
由
で
す
が
、
事
前
に
園
へ
の

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

平
成
20
年
１
月
31
日
木

●
申
込
方
法

申
込
書
は
各
申
込
場
所
に
備
え
付

け
て
お
り
ま
す
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）
。
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
添
付
書
類
と
し
て
、

源
泉
徴
収
票
、
就
労
証
明
書
な
ど
が

必
要
で
す
）

●
申
込
場
所

町
役
場
健
康
福
祉
課
、
佐
賀
出
張
所

●
選
考

定
員
を
超
え
る
場
合
に
は
、
町
が

設
定
し
た
基
準
に
よ
り
選
考
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
の
申
請
に
つ
い
て

今
年
も
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
時

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
定

め
に
よ
り
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載

は
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
資
格
を
有
す
る
人
の
申
請
に
よ

り
登
載
さ
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
が
調
整
（
作
成
）
さ
れ
ま

す
。
基
準
日
に
お
い
て
該
当
さ
れ
る

人
は
漏
れ
な
く
申
請
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

准
看
護
師
生
徒
募
集

●
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
み
含

む
）
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
り
心
身
共
に
健
康
な
人

●
募
集
人
員

20
人
（
２
年
制
）

●
受
験
料

１
０
０
０
０
円

●
出
願
期
間

平
成
20
年
１
月
７
日

月
〜
２
月
１
日
金

●
部
門

幼
児
（
未
就
学
児
）
／
小

学
生
（
１
〜
３
年
）
／
小
学
生
（
４

〜
６
年
）
／
中
学
生
／
高
校
生

●
日
時

平
成
20
年
１
月
20
日
日

●
場
所

あ
い
ぱ
ー
く
光
（
光
市
）

●
募
集
定
員

約
60
人（
申
込
み
順
）

●
参
加
費
用

５
０
０
円

●
申
込
期
限

12
月
26
日
水

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ

か
りTel

０
８
３
３
（
７
１
）
３
９
０
８

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
募
集

●
試
験
日

平
成
20
年
２
月
９
日
土

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

社
柳
井
医
師
会
附
属
柳
井
准
看
護

学
院Tel

（
２
２
）
３
０
２
９
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＜ 以下は広告欄です ＞

次
の
人
を
対
象
に
、
大
学
、
短
期

大
学
な
ど
へ
の
進
学
資
金
を
貸
し
付

県
・
市
町
中
小
企
業
勤
労
者

小
口
資
金
貸
付
制
度

た
こ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
。
た
こ
あ
げ
を
す
る
際
に
は
次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
た
こ
あ
げ
は
、
近
く
に
電
線
の
通

っ
て
い
な
い
広
い
場
所
で
あ
げ
ま

し
ょ
う

②
万
一
、
た
こ
が
電
線
に
か
か
っ
た

ら
、自
分
で
取
ろ
う
と
し
な
い
で
、

す
ぐ
に
中
国
電
力
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

③
電
柱
に
の
ぼ
っ
た
り
、
屋
根
な
ど

に
上
が
っ
て
タ
コ
を
取
っ
て
い
る

人
を
見
た
と
き
は
、
危
な
い
の
で

や
め
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

④
電
線
に
は
、
絶
対
に
触
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

■
問
合
せ
先

中
国
電
力
株
式
会
社

Tel
０
１
２
０
（
６
１
６
）
３
１
７

た
こ
あ
げ
に
よ
る

電
気
災
害
防
止

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
制
度

母
子
家
庭
お
よ
び
寡
婦
の
人
が
扶

養
さ
れ
て
い
る
お
子
さ
ん
が
、
入
学

や
就
職
な
ど
の
際
に
必
要
な
経
費
や

修
学
資
金
に
対
し
て
、
無
利
子
で
貸

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
な
資
金
は

就
学
支
度
資
金
・
修
学
資
金
・
修
業

資
金
・
就
職
支
度
資
金
で
す
。

●
申
込
期
限

就
学
支
度
資
金
、
修
学
資
金
　
３

月
10
日
月
（
就
職
支
度
資
金
、
修
業

資
金
は
随
時
受
付
）

■
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

Tel
（
２
２
）
３
７
７
７

年
末
年
始
の
可
燃
ご
み
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

年
末
年
始
に
お
け
る
可
燃
ご
み
の

周
東
環
境
衛
生
組
合
（
清
掃
セ
ン
タ

ー
／
柳
井
市
南
浜
）
へ
の
搬
入
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
日
時

12
月
29
日
土
（
午
前
８
時

30
分
〜
12
時
、
午
後
１
時
〜
４
時
）、

30
日
日
（
29
日
と
同
じ
）
、
31
日
月

（
午
前
８
時
30
分
〜
12
時
）、
１
月
１

日
火
〜
３
日
木
（
休
み
）
、
４
日
金

（
平
常
通
り
・
午
前
８
時
30
分
〜
12

時
、
午
後
１
時
〜
４
時
30
分
）

◎
年
末
の
12
月
29
日
か
ら
31
日
の
間

は
特
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、
粗
大
ご

み
の
搬
入
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

周
東
環
境
衛
生
組
合
清
掃
セ
ン
タ

ー
Tel
（
２
２
）
２
２
７
０

て
い
な
い
と
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
と
し
て
投
票
や
委
員
の
リ
コ
ー
ル

請
求
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
の
選
挙
人

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
で
該
当
さ
れ
る
人
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
選
挙
資
格

平
生
町
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ
昭

和
63
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
、
ま
た
は

そ
の
耕
作
に
年
間
お
お
む
ね
60
日
以

上
従
事
し
、
前
者
と
同
居
し
て
い
る

親
族
お
よ
び
配
偶
者

■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
経

済
課
内
）

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

周
南
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ

で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
体

験
授
業
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
内
容

12
月
26
日
水
　
午

前
10
時
〜
12
時
／
Ｃ
Ｇ
体
験

■
問
合
せ
先

職
業
訓
練
法
人
　
周
南
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

Tel
０
８
３
３
（
７
２
）
８
０
０
０

h
ttp
://w
w
w
.scc.ac.jp

/

平
成
19
年
度
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
」

●
義
援
金
受
付
窓
口

郵
便
局
、
取
扱
い
標
示
の
あ
る
金
融
機
関
、
農
業
協
同
組
合
、
漁

業
協
同
組
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
各
放
送
局
、
日
本
赤
十
字
社
（
支
部
、
病
院
、
血
液
セ
ン
タ
ー
）

〜
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
〜

日
本
赤
十
字
社

山口県最低賃金は、山口県内の事業場

で働くすべての労働者に適用されます。

産業別最低賃金など詳しくはお問い合

わせください。

１時間　６５７円

山口県の最低賃金

問
合
せ
先

厚生労働省山口労働局賃金室
Tel０８３（９９５）０３７２
下松労働基準監督署
Tel０８３３（４１）１７８０

け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象

中
小
企
業
勤
労
者
で
県
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に
１
年

以
上
勤
務
し
て
い
る
人

●
貸
付
限
度
額

３
０
０
万
円

●
償
還
期
間

10
年
以
内
（
う
ち
在
学
期
間
中
で

４
年
以
内
の
据
置
可
）

●
貸
付
利
率

年
２
・
５
％（
別
に
保
証
料
が
必
要
）

※
高
等
学
校
な
ど
の
教
育
資
金
に
つ

い
て
は
、
限
度
額
70
万
円
、
償
還
期

間
３
年
以
内
（
据
置
な
し
）

●
申
込
み
先

中
国
労
働
金
庫
（
審
査
が
あ
り
ま

す
。）

■
問
合
せ
先

町
役
場
経
済
課

Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

検
察
審
査
員
に
ご
協
力
を

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
裁
判
に
か

け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

検
察
官
の
行
っ
た
処
分
が
正
し
か
っ

た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
「
検
察
審

査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
検
察
審
査
会
は
11
人
の
審
査

員
で
構
成
さ
れ
、
審
査
員
は
選
挙
権

を
持
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
中
か
ら

「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
た
な
も
い
つ
か
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

住
民
の
代
表
と
し
て
こ
の
業
務
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

岩
国
検
察
審
査
会
事
務
局

Tel
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１
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《12月16日～１月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した古紙配合率
100％再生紙を使用しています。

平生中学校　村上仁美平生中学校　宮村詩織

「のびゆくまちをつくります」ポスター・標語

標語最優秀作品ポスター最優秀作品

受け継ごう
平生の文化と伝統を

育てよう
未来を担う若い力を


